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１ はじめに 

 平成5年の北海道南西沖地震では，地震発生後数分

で津波の第一波が奥尻島に到達した．また，南海トラ

フ巨大地震でも数分で津波到達と予想されている地域

がある．津波からの迅速な避難に向け，ハード・ソフ

トの両面から様々な検討がなされている． 

 本研究では，東日本大震災の発災前の岩手県宮古市

田老地区を対象に，一次避難場所へ直接避難する方法

と，浸水域の脱出を優先した避難方法とを比較・分析

し，迅速な避難に有用な知見を得ることを目的とした． 

 

２ 研究方法  

本研究では，岩手県宮古市田老地区における東日本

大震災の津波浸水域内からの避難を対象とした．一次

避難場所へ直接避難する方法と浸水域の脱出を優先し

た避難方法を比較するため，両者の経路と距離を算出

した．算出に当たり、田老地区における津波浸水域内

の 50ｍメッシュの重心点を出発点に設定した．また本

研究では，一次避難場所へ直接避難する経路を避難優

先経路，浸水域の脱出を優先した避難方法の経路を脱

出優先経路と定義した．さらに出発点から浸水域脱出

地点までの距離を浸水域脱出距離とした．各々の出発

点から求めた避難優先経路および浸水域脱出優先経路

について，避難所までの距離と浸水域脱出距離とを比

較した． 

分析では，数値地図（国土基本情報）の道路網デー

タを用い，ArcGIS Network Analyst による解析を行った．

避難場所は，宮古市のハザードマップに記載されてい

る避難場所を対象とした．また，避難の過程で浸水域

外から一旦浸水域内に再進入する場合，浸水域を最後

に脱出する地点までの距離を浸水域脱出距離とした．  

 

３ 分析結果・考察 

 

 

 

図1 経路別の距離の変化 

 

 図 1 は，避難優先経路と脱出優先経路の 2 種類の経

路における，各 50m メッシュから一次避難場所および

浸水域脱出地点までの距離の変化を示す．左のグラフ

は一次避難場所までの距離の差（脱出優先経路の距離 

－ 避難優先経路の距離）を示す．一次避難場所まで

の距離について，全 397 か所のメッシュの内 168 か所

で，避難優先経路よりも脱出優先経路の方が長くなる

結果となった． 

右のグラフは浸水域脱出地点までの距離の差（脱出優

先経路の浸水域脱出距離 － 避難優先経路の浸水域

脱出距離）を示す．浸水域脱出地点までの距離につい

て，全 397 か所のメッシュの内 94 個で，脱出優先経路

の浸水域脱出距離の方が長くなる結果となった．また，

全397か所のメッシュの内74個で脱出優先経路の浸水

域脱出距離の方が短くなった． 
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図2 経路別の一次避難場所までの距離の差の分布 

 
図3 経路別の浸水域脱出距離の差の分布 

 

図 1 から，全メッシュの約 58％は距離に変化はなく

避難優先経路と脱出優先経路の距離が等しいので，半

数以上のメッシュは最寄りの一次避難場所への避難と

同時に浸水域を最短で脱出可能であることが確認され

た．これは，田老地区が過去に津波の被害を受けて 

きたことから，避難しやすい道路網が形成されたため

だと考えられる． 

図 2 は，避難優先経路の距離と脱出優先経路の距離

の差（脱出優先経路の距離 － 避難優先経路の距離）

を示す．浸水域中央部上側に 3～100m の差が生じるメ

ッシュが多く存在し，浸水域北部・南部に 401～6630m

の差が生じるメッシュが存在していることが確認され

た．また，浸水域中央部下側には距離の変化が生じる

メッシュが少ないということが分かった．浸水域北

部・南部に大きな差が生じる距離が集中しているのは，

浸水域に再進入しないために山間部を迂回する経路を

選択するメッシュが多いためだと考えられる． 

図 3 は，避難優先経路の浸水域脱出距離と脱出優先

経路の浸水域脱出距離の差（脱出優先経路の浸水域脱

出距離 － 避難優先経路の浸水域脱出距離）を示す．

脱出優先経路の方が浸水域脱出距離の短くなるメッシ

ュは，浸水域北部に集中する傾向が確認された．反対

に，避難優先経路の方が浸水域脱出距離の短くなるメ

ッシュも存在し，浸水域中央部に分布している． 

浸水域北部では，浸水域の東側に位置する避難場所

が最寄りの避難所となる箇所があり，避難優先経路で

は一旦海側に向かう場合がある．この場合，浸水域を

横断する距離が長いため，浸水域脱出距離が長くなる．

一方，海の反対側には浸水域脱出点が近くにあるもの

の，そこからの最寄り避難所が遠いため，浸水域北部

で特徴的な結果がみられたものと考えられる． 

 浸水域中央部から浸水域南西部にかけては，最寄り

の一次避難場所への避難と同時に浸水域を脱出できる

地点が集中していることが確認された．これは，浸水

域北部と比較して道路網が複雑になっていないため，

避難経路が限定されているためと考えられる． 

 

４ おわりに 

 本研究では，岩手県宮古市田老地区を対象に，一次

避難場所に直接避難する方法と浸水域の脱出を優先し

た避難方法を比較し，距離の差とその空間分布を定量

的に明らかにすることができた．避難優先経路と脱出

優先経路が等しいメッシュが多い点について，過去に

津波被害を受けてきた田老地区の道路網の形成におい

て津波からの避難が考慮されているためと考えられる．

今後の課題として，浸水域を脱出した先の道路網が避

難場所に接続していない経路を使用しない，より効率

的な経路を用いて分析することが挙げられる． 
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